




カラーコントロールにもこだわっていま

す」と語る。

　実際に陳列を見た来店客からは「きれい

な売場だね」などと声をかけられたという。

販売実績も好調だった。

　昨年、店舗の担当者としてコンテストに

参加した山口バイヤーは、「ファーマイン

ドさんの商品は特徴やこだわりが明確で、

店頭で聞かれた時にお客さまにも説明し

やすい。また今回のコンテ

ストでは同時期に福岡エリア

でファーマインドさんのテレ

ビCMが放映されるなど販促

が強化されていたうえに、消

費者キャンペーンもセットに

なっていたのが大きい」と指

摘する。売場の持つインパ

クトと同時に、各種プロモー

ションの相乗効果が、販売

実績の向上につながった面

もあると見ている。

　山口バイヤーは「日頃から

我々なりの工夫で訴求力の

ある売場をめざしています。しかし大陳コ

ンテストでは、社内だけでなく外部の第三

者の評価を受けることができ、その結果と

して賞をいただけたことは大きな自信にな

ります。ファーマインドさんの商品は全店

で取り扱っているので、まだまだ上をめざ

していきたい。次の機会にはぜひ“企業賞”

にもチャレンジしてみたいと思います」と

語ってくれた。

　昨年に続くコンテスト参加で、初のグ

ランプリを獲得した㈱まいづる百貨店 

CARROT店。中心的に陳列を担ったのが

同店・青果担当係長の堀内朋輝氏だ。堀

内氏は昨年のコンテストでは、本部バイ

ヤーの立場でコンテストへの参加を決定

していた。その時に店舗の

売場担当だったのが現在の

青果部バイヤーである山口

達也氏だ。

　今回は立場を入れ替えて

のチャレンジとなったが、堀

内氏は「もともと青果コー

ナーは店舗入口すぐの目立

つ場所にあり、ここにイン

パクトのある売場を展開す

ることが重要だと考えてい

ます。今回のコンテストもい

い機会ととらえ、昨年を上

回るグランプリをねらおうと

いう意気込みで参加しました」と言う。

　青果部統括の石崎秀雄氏は、「競合環境

が厳しくなる中で、価値訴求によって差別

化を図るのが当社の基本戦略。青果部門

においては、市場流通品とは異なる独自の

価値を持った商品をいかに揃え、訴求して

いくかがテーマになります。ファーマイン

ドさんの商品はすでによく売れています

が、品質や味に優れた商品を適正な価格

で提供していくことは、店のコンセプトと

も一致し、お客さまにもメリットになりま

す。また、商品にサポートセンターの連絡

先が記載されているのも青果部門では珍し

く、安心感につながっています」とファー

マインドブランドを高く評価している。

　まいづる百貨店では、売場の訴求力向

上を目的に、社内コンテストを毎月実施し

ている。「売場評価とPI値などの実績を継

続的に評価することで、各店舗でも、より

効果的な売場づくりをめざす努力を続けて

います。そうした日頃の努力が今回の結果

に結びついたのかもしれません」（石崎氏）。
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店舗の入口である
青果売場の役割を重視
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（佐賀県唐津市）

対面コーナーを利用して多数の商品アイテムを展開。突出し什器やPOPなどを手づくり
するなど、オリジナル性にもあふれた美しい陳列を実現した

価値訴求を重視する店舗コンセプトに
ファーマインドブランドがびったり一致

㈱まいづる百貨店 CARROT店

　今回の陳列では青果部門に設置された

アーチ型の対面カウンターを活用。多品

種の商品アイテムを大規模に集約し、迫

力と立体感のある演出を行った。

　堀内氏は「突出し什器や販促物を手づく

りして独自性を打ち出すと同時に、コト

POPなどで商品価値が伝わる売場づくり

を心がけました。青果売場の基本である

コトPOPなどを活用
商品の“価値”を伝える売場に


